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タンクローリ柴装物解体マニュアル

本解体マニ皐アルは一般的屯角牢体例を示し､一端鼓された国等は
実物と稟なる場合があります｡
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1.解体前の準備 残圧､洗浄残液の抜き方
1.1受入

番号 項 目 内 容 備 考

口受入 タンクは洗浄を完全に行い､安全が確認出来た状態で

受入れて下さい｡

2 積載物の確

認 積載物が何であったかを必ず確認して下さい｡

･危険物の場合.は､火災､爆発等の危険があります｡
･劇毒物等の場合は､中毒･火傷･刺激等による人体
への危険があります｡

一積載物を確認しないまま､マンホールやバルブを開
ける事は危険ですので注意して下さい｡

1.2解体事前準備

山残圧抜き タンク内に残圧があると､溶断･切断時に爆発等の危険 排出方向に注意して下さ
い｡が有りますので､必ず残圧を抜いて下さい｡

･エア能管がある場合､エア配管のエア抜きコック
や､配管パルプを開にすることにより､残圧が抜
けます｡

エヤー抜き]ツケ
タンク

痩出口

ll

＼サ=レーム

･エア配管がない仕様の場合､マ油-ルを開けてエアー
抜きをして下さい｡

但しマンホール蓋を聞ける場合タンク内のエアー圧でマンホール
蓋が急に開く場合がありますので､十分注意願いま
す｡

マンホールタンク

｢｢

ll

】l
サブルーム
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2 洗浄残液抜 タンク内に洗浄残液がある場合には､下記により洗浄

抜いた洗浄残液の処理に

き 残液を抜いて下さい｡

･洗浄残潅がある場合､その種類及び取扱いについて
ユーザ若しくは洗浄業者に確認して下さい｡

(1)積込抹出方式が重力式の場合

左石配管
･タンク､配管内の洗浄残液は､底弁を開､四方

′くルブを重力位置､吐出バルブを開にして抜き ついてはユーザ又は洗浄
ます｡

･配管の位置が吐出/くルブより低い場合は､配管

業者の指示に従い､残液

の処理基準により処理し
を取り外し､洗浄残液を抜きます｡

配管が吐出バルブより低い

て下さい｡

後方配管 ･タンク･配管内の残預は､後方バルブを関にして 抜いた洗浄残液の処理に

抜きます｡ ついてはユーザ又は洗浄

業者の指示に従い､残液

の処理基準により処理し
て下さい｡

抜いた洗浄残液の処理に

タンク

サルム/後方欄･

(2)積込排出方式がポンプ式の場合

■タンク･配管内の残液は､底弁を開､四方バルブを
排出位置､吐出バルブを開lこし､残液を抜きます｡ ついてはユーザ又は洗浄

･ポンプ内の残液は､ポンプ下部に取り付けてあるド 業者の指示に従い､残液
レーン/くルブを開にする事により残濯が抜けます｡

ホbンデ

ドレーンハ中げ

の処理基準により処理し
て下さい｡
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2 (3)積込排出方式がサイホン式の場合

抜いた洗浄残液の処理に･タンク下部にフランジがある場合は､このフランジ
を外し､洗浄残液を抜きます｡ ついてはユーザ又は洗浄

業者の指示に従い､残液

の処理基準により処理しタンク

サイホンパイプ
て下さい｡

l
下部フランジサブフレ止

タンク下部にフランゾがない場合は､サ佃ンハ1プ下部のタンクに
穴を開け､洗浄残液を抜きます｡

タンク
サイホンパイプ

/

t＼ l
＼下部に穴を開けるげルーム

3 残留ガス抜 タンク内には､残留ガス(危険物､毒物ガス､不活性ガ タンク内に入る場合は酸
き ス等)が入っている可能性があるため､タンク内のガ 欠に充分に注意して下さ

ス抜きを行って下さい｡ い｡

･ガス抜きは､底弁及びマンホールを必ず開にして､
エアを右または左の配管からを入れて内部ガスを
追い出してください｡

･エアが無い場合~は､水を満タンしてガス抜きを行っ
て下さい｡

4 安全確認 危険物ローリの場合は､ガス濃度測定器で安全を確認

してから作業にかかって下さい｡
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2.一般タンクローリ架装物解体マニュアル
タンク本体､配管材質二鉄､アルミ､ステンレス

2.1解体マニュアル

品目番号 品目名 解体方法 注意事項

事前処理Ⅰ タンク内積載物の残液の洗浄処理を専門業者に引火､酸欠､中毒等に
(殊液処理) て実施する｡配管､ホ8ンプ､ハ■ルナ等含む｡

必ず中身を確認厭います｡

注意して下さしヽ｡

事前処理Ⅱ 残圧及び洗浄残液を抜く｡抜き方については､
(残圧､洗浄残液処理) ｢解体前め準備残圧､洗浄残液の抜き方｣

を参照願し＼ます｡
手前処理Ⅱ 主要な外装部品を取り外す｡

車両全体

架装物(タンク) マウンティンケプラケット等のホ●ルトを取り外し､シャシとホ■ン丁付の場合は､ト~ライ
架装物を切り離す｡ ナシヤフトがシャーシ何とつな

がっていますので､切り
離して下さい｡

車両全体 タンク榊 タンク側付属品を取り外す｡

タンク

タンク本体 溶断､切断等により､裁断し材質により分別し 引火､切断フユーム､粉犀
ます｡ 等l■こ注意してください｡

G材質は鉄､アルミ､久子ン
レスが一般的に使われ
ています｡
又その他の材質もあり
ます｡

口 マンホール 金属類とコ■ム､樹脂類に分別します｡
材質はタンクと同じです｡

2

緊急閉鎖装置 分解又は内部可溶物を溶解して分別します｡ 内部スプリンケが飛び出
すので怪我に注意して
ください｡

3
ホ'トムハ■ルフ']ントロール金尾類とコ'ム類に分別します｡

4

ボトム八■ルナ 内部洗浄残液を除去し､金属類とゴム､樹脂類 引火等に注意して

に分別します｡ くださし1｡

5 ハイビング 同上 材質はタンクと同じです｡

6
ホーンフ∪ 同上 ト■レン等から内部残液を

抜きます｡

7 2方ハ~ルフt 同上 同上

8 3方八~ルフ 同上 同上

9 4方ハ1げ 同上 同上

10 コントロール爪■ルフ' 本体から取り外す｡

皿
ストレーナ 内部洗浄残液を除去し､金属類と丁ム類に分別

します｡

12
ハイハ∪スハ●ルフー 内部残液を除去し､金属類とゴム､樹脂類に分

別します｡

13 コックゾ]イント 金属類とゴム､樹脂類に分別します｡

14
ゾヨイント 同上

15 ワイヤーコントロール 取り外す｡

16 アタッチメント 金属類とコ､ム樹脂類に分別します｡
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17

ホースリール 内部洗浄残液を除去し､金属類とホース部に分 ホースをのぽしてリール脚
別します｡ のシー]イントを取り外し洗

浄残液を抜きます｡

18

ノス■ル ホースより取り外し内部残液を除去し､金属部と

ゴム類に分別します｡

19 マウンティングフうケウト取り外す｡

20

外装部品 取り外し.材質別に分別します｡ 材質は鉄､アルミ､ステンレ

ス､樹脂､未材がありま
す｡

21
アースリール 金罷類と配線類~に分別します｡ 配線重量約0.3-1k

go

22
リヤ亘ンハ~･梯子 樹脂製ランフ＼反射板等は分別します｡

23
フエンデ 金属類とコ`ム､樹脂類に分別し吉す｡ FRPの場合がありま

す｡

24 スヘ了タイヤキャリア 取り外す｡

25
トうイアシヤフト 同上

特

別

仕

様

26

油圧ポンプ､モータ 作動油を抜き本体から取り外し､適切な処理を 作動油をオイルハロン等で
します｡ 受ける｡

約0.1L.

27

オイルリサ'-ハ' 作動油を抜き本体から取り外す｡ 作動油をオイルハーン等で

受ける｡

約40-100L.
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2.2
一般タンクローリ架装物主要品目表

品目番号 主要品目 備 考

口 マンホール

2
緊急閉鎖装置

3
ホ●トムハ●ルナコントロール

4
ホ↑ム八'ルア

5 ハ】ィビンゲ

6
ホーンア

了 2方ハ■ルフ'

8
3方ハ■ルデ

9
4方ハ'ルフ'

10 コントロールJ＼■ル丁

皿 ストレーナ

12 ハ'イハ"ス八一ルフ'

13 コックシ~]イント

14
シ1イント

15
ワイヤー]ントロール

16 アタッチメント

17
ホースリール

18
/スール

19 マウンティングフラケット

20
外装部品

21 アースリール

22 リヤハロンハ∪･梯子

23 フエンデ

24 スヘ】ァタイヤキャリア

25 ト`ライブシャフト
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3.保貢五重ンタローr｣保温部解体マニュアル

担中本体､配管村芭:軋アルミ､ステンレス
外転職覧:鉄､円ほ､ステンレス
尿温胡質:ク`ラえウールが一般的に使われてしヽます

品目名 主･･-･･ . 注意事項

事前担理Ⅰ 如ク内積載物の残液の洗浄処理を専門業者にて 引火､酸欠､中毒の恐れが
〔残液処理) 実施する.配管.ホ'リ■./√ル7等を含む｡ あります.

必ず中身を確姐し､ます.

事前処理Ⅱ 残圧政び洗浄残液を抜く.抜き方につしヽては､僻
亡残圧､洗浄蔑液処 体事前準備仰｢残圧､洗浄蔑液の抜き方Jを春照
‡璽) 眉乱ヽます.

事前処理畑 主要な外装部品を取り外します.

.･■.,=一･- マヤ掃出け神抑副輌加古町側｣､沖シと架装 シャシ側とつながってしヽるドラ
物を切り離L車す. イデシヤ升を切り離｣てくださ

Lヽ_

外販 保温部を漕斬､切軒等rこよ切掛斬｣材質により分 外板材質は鉄､省一ミ､ステンレ
別｣ます. ■スが一触抑.こ使われてし､ま

す.
保温材のダラ納-JH:ま燃える
辛がありますぬセ､注意随
しヽます.

保恵村 如ク本件より保温材を取中外Lます. 村琶はゲラ芹ウ｣トが｣般的r
使われています.
rラ■納rJHま∬きス陶磁昔掛

兼と｣て埋め立て町理可能
下す.~

担ク本体 溶断､切断等によ机蘇軒し材質により分別し表す. 引火､切断九-ム､粉塵等に
注意Lてくださし1.

胡質は乱アルミ､真テ三山細†

一般的に使われてしヽます.
又その他の禰宜もありま
す.

-て･･!

用

旨

･‥‥･Y

童
Ⅳ

ロ

･ニニ･イ､･

ノー一軍ー√一W､Y･一ノ≠1■′････恩∴~盈泡
･喜二弓■･･････

㌔

眺
モご{∴.仁準塁望････-･丁~~･⊇⊇･~葦…-

くプ
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4.ゴム系ライニングタンク解休マニュアル

番号 項 目 内 容 備 考

口 ラ仁ンゲの種類及び材質天然軟質コ●ム
天然軟硬質]`ム
天然硬質コーム
フ■チル]`ム

クロロブレンコ■ム

2 取扱い注意事項 人格時の注意:各タンク共に洗浄処理してください｡
塩酸､次亜鉛素酸ソーダ:防毒マスクをしてください｡
苛性ソーダ､苛性机､弗酸:保護メがネ着用してくださ
い｡

3 解体(タンクからの剥ぎ取 マンホール､挿入官邸晶解体→内部酸欠測定→
り方)手順 防波板の]`ム剥ぎ(手作業)→本体のコ■ム剥ぎ(火

気軽用:外板をプロハロンがスハローナであぶりながら､換
気を充分行い火傷に注意しながら､内部の人が剥
ぎ道具を使用し､剥がします｡)

4 リサイクルの有無 基本的にはリサイクルは不可です｡

5 受取り方 防食の為にライニンゲ施エされており､廃棄処分する
場合内部洗浄は完全に実施され､中和状態を確
記して受け取ってください｡

特に､塩酸､弗酸はコ■ム中に広く浸透しているケース
がある為､中和処理状態を十分確認して下さい｡
洗浄水もローリ内に残らない事を確認して下さい｡
乾燥状態で受け取ってください｡

コ●ム重量例､9KLタンクにて約330kg｡
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5.樹脂系ライニングタンク解体マニュアル

番号 項 目 内 容 備 考

口 ライニンゲの種類及び材質シートライニンゲ

フッ素樹脂ライニンゲ(PTFE+力うスクロスをハ`ッキンゲ)

2 取扱い注意事項 融点(310-3170c)を超える加熱により､有害な
熱分解力●スが発生します｡
熱分解がスを吸入しないように願います｡焼却しな

いように願います｡'
3 解体(タンクからの剥ぎ取 シート面に切り目を入れ､フライヤー等のエ具を用

り方)手順 いて剥がします｡

4 リサイクルの有無 無し

5 重量 10KLタンクにて約260kg｡
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6.タンクトレーラ解体マニュアル

6.1解体マニュアル

品目番号 品目名 解体方法 注意事項

ロ

タンク､配管､装備品等 4～10ページの｢一般タンクローリ架装物解体
マニュアル｣｢保温タンクローリ保温部解体マ
ニュアル｣｢ゴム系ライニンゲタンク解体マニユ
アル｣｢樹脂系ライニングタンク解体マニュア
ル｣と同一です｡

2
キングピンフレーム タンクから取り外す｡

3

サイドパンパ 取り外し､材質別に分別します｡ 材質は鉄_､アルミ､ステンレ

ス､樹脂があります｡

4
電気配線 配線､金属類､樹脂矧こ分別します｡ 材質は銅､PVCになり

ます｡

5
灯火器 同上

6

ブレーキ配管関係 エアタンク､エア配管等を取り外し,金属類､樹 エアタンク下部のドレン

脂類に分別します｡ より､エア圧を抜いてか
ら行ってください｡材質
は鉄､アルミ､銅､ゴムが
あります｡

7

ランディングギヤ(シ●ヤツ

キ)

タンクから取り外す｡

8

リヤフレーム 同上

9

タイヤ 取り外す｡ タイヤに埋め込まれて
いる金属類は分別不可
です∩

10

ホイール 同上

皿
車軸 同上

12

サスペンション 金属類とゴム類に分別します｡ 材質は秩､ゴムになり

ます｡
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6.2 タンクトレーラ主要品目表

品目番号 主要品目 備考

口 タンク､配管､装備品等

2 キングピンフレーム

3 サイドパンパ

4 電気配線

5 灯火器

6 ブレーキ配管関係

7 ランディングギヤ(シーヤツキ)

8 リヤフレーム

9 タイヤ

10 ホイール

皿 車軸

12 サスペンション

6.3 タンクトレーラ主要品目図
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お問合せ先

お問合せは下記までお願いいたします｡

00 会社 00 支店

TEL 00- 0000- 0000

2007/03/31改訂 6.項にタンクトレーラを追記した｡
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